
1

金浦ブロック小中一貫教育校整備検討委員会 府中学園視察の様子

令和 4年 5月 16日（月）
午前 11時 30分 中央公民館前より委員 12名及び事務局 6名の計 18名で出発
午後 1時前に府中学園に到着
会議室において，府中学園の教頭先生等から，府中学園の取組や現在の状況，グランドビジョン

等についての説明を聞いたあと，府中学園の前校長である池田委員の案内で校内を見学させてい

ただきました。

＜ 会議室 ＞

＜ 玄関ホール奥 ＞

統合された小・中学校の校旗や写真を展示したコーナーがありました。
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＜ １階ホール・大階段 ＞

１階のホールには，非常に幅広い階段を配置しており，小中共用の多目的スペースとして活用さ

れています。

例：ミニコンサート，イベント，作品展示，お知らせ掲示板，小中学生の交流・憩いの場など

作品展示の場として活用している様子 ※視察の日ではありません。
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＜ 職員室 ＞

小中合同の職員室で，７０名を超える職員が職員室に入るようになっており，小・中学校の先生

が同じ職員室内で，頻繁に情報交換しています。小・中学校の多くの教職員の目で子ども達を見

取ることで，子ども達の良さを多方面から認めたり，困り感を早く察知することができます。特

に問題等が発生した時などには，学年を超えて動くことが可能になるとお伺いしました。
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＜ 図書室 ＞

中央部分には高い円状の本棚がシンボリックに設置されており，その周りにも本棚が放射状に配

置され，大容量の蔵書を保管することができます。図書室内には，読書をするための机や椅子も

多く置いてあり，ゆっくりと読書する環境にあります。
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＜ 相談室・小会議室 ＞

こぢんまりとしたスペースですが，児童生徒及び保護者との懇談や相談，教職員同士の打合せ等

に使用できます。こういうちょっとしたスペースの確保がされています。

＜ 多目的トイレ ＞

男女のトイレに加え「だれでもトイレ」という多目的トイレが設置されていました。
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＜ １・２年生の教室内にあるスペース ＞

１年生・２年生の教室は，１階に位置し，ほとんど教室周りで生活ができるように作られていま

す。教室内には，囲まれた空間があり，マット敷のゴロゴロできるスペースとなっており，これ

が小さい子達の非常に良い学習環境を作っているとお伺いしました。
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＜ ３～６年生の教室とオープンスペース ＞

【学年集会の様子】

３年生から６年生の教室は，廊下側に壁のな

いオープンスペースになっています。授業の

内容によって工夫をしながら，様々な形にし

て進めることができ，また，学年の活動等も

このオープンスペース前の非常に広いスペー

スを使ってできるとお伺いしました。視察当

日も，学年集会が行われていました。
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＜ ７～９年生のホームベース ＞

７年生から９年生は，全ての教科に専用の教室がある「教科教室型」を採用しています。登校後，

自分のクラスのホームベースのロッカーに荷物を入れ，授業ごとに自分のロッカーから教科書な

どを持って，授業のある教科の教室に移動して学習しています。

＜ 教科教室（社会教室） ＞

府中学園のようなこの環境で児童・生徒を育てていただければ，たくま

しく，そして優しく，さらには一人ひとりの持っている力や可能性を更

に伸ばしていくような，そんな環境であるという風に確信しております。

池田委員（府中学園前校長）



金浦中ブロック小中一貫教育校整備検討委員会 府中学園視察説明レジメ

令和４年５月１６日(月)

1 はじめに

〇自己紹介

前府中学園校長 池田 哲哉

2 施設面について

〇府中学園建設に至る経緯

・学校再編

・小中一貫教育

・学校建設

3 広大な敷地の活用と二階建ての構造

4 9年間の旅

5 1.2年生の教室

6 3年生から6年生のオープンスペース

7 7年生から9学年の教科教室

8 壁の色やデザイン

9 芝生広場と特別教室

10 ビッグキューブとセンターホール(二つの体育館)

11 職員室と保健室

12 その他の施設等

13 長期的な視野に立った学校建設

14 終わりに

ご清聴ありがとうございました。
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府中学園視察 池田前校長のお話（概要版）

○学校建設までの経緯

・１５年以上前，府中市は人口減少のため，学校再編の動きが出始めた。

・平成７年，文部省から広島県に「学習指導要領に則った指導をしていない」と是正指導

が入り，府中市民から教育内容をきちんとしてほしいとの声が上がった。

・全国であまり例のなかった小中一貫教育をしている東京都の日野学園を数回視察。

・日本たばこ産業が撤退し，広大な敷地を府中市が購入した。

→第二中学校と日本たばこ産業の敷地を一体的に利用し，「小中一貫校」を建設することと

なった。（小学校４校，中学校１校，（児童生徒１，０００人））

○２つの敷地の利用について

・第二中学校あと…中学生が体育や部活動で利用

・日本たばこ産業あと…１年生～９年生までの校舎。小学生の体育等。すべての学年がす

ぐにグラウンドに出られる。→最短時間，最短距離で全学年が集合可能。

・２つの敷地の間に公道を通し，その上に連絡橋を通した。

第二中学校あと

日本たばこ産業あと
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○９年間を旅として考えるストーリーコンセプト

・「人間関係が固定化し，関係がこじれたら修復が難しい」「いじめがあれば長く続く」等

の不安を持つ方がいたが，学年同士の交流が多い学園での生活ではその心配はなく，異

学年の関係が非常に良い影響を与えていると思う。

○１年生・２年生の教室

・１階に位置し，ほとんど教室周りで生活できるように設計。教室の端に，ゴロゴロでき

るマットを敷いたスペースがあり，非常によい学習環境を作っていると思う。

○３～６年生の教室

・廊下側に壁のないオープンスペース。他の学級とのつながりを考えた行動も可能。

・教室前に，非常に広いスペース（通常の内廊下の４倍ぐらいの広さ）があり，学年集会

など学年全体がすぐに集まることが可能。

・壁がないので，隣のクラスの声が気になることを心配する人もいるだろうが，児童はず

っとここで生活しているので，特に気にならないと言っている。また，隣のクラスに迷

惑をかけないよう行動するという意識も身につく。

○７～９年生の教室

・すべての教科に教室がある「教科教室制」。

・自分クラスのホームベースに教科書等を入れておき，次の授業の準備物をもって，教科

教室に移動。

・時間を意識して動くことで，自分の行動に責任を持つことが求められる。

・それぞれの教科に適した環境にすることで，教科の特徴を出すことができる。

○９年間飽きのこないような工夫

・壁の色や描かれているデザイン。学年の特徴を色で分けたり，教科について児童・生徒

が興味を持つものを描いている。

○教室配置等について

・２階建てで，上から見たら８の字の形。そのあいだに２つの芝生広場がある。

・中央部に理科教室，音楽室，家庭科室など特別教室を配置。このエリアは，学校で生活

するなかで，小学生と中学生が出会える場所になっている。
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○体育館について

・「センターホール」と第二中学校あとの「ビッグキューブ」の２つ。

・センターホール…儀式・学校行事や１～６年生の体育で使用。

・ビックキューブ…７年生以上の体育や部活動などで使用。

・学校行事（文化祭・学習発表会など）では練習に多くの時間が必要。儀式をするにも準

備が必要。その間，体育や部活動をする必要がある。

→各種活動を絶やすことなく時間割を組むには，２つの体育館が必要。

○職員室と保健室

・職員室…１か所。７０名を超える職員が入ることができる。

→全職員が一つになって頭を突き合わせて，いろいろなことを考えたり話せたりするこ

とが重要。特に問題など発生時には，学年を超えて動くことが可能となる。

・保健室…１か所。養護教諭２人で保健室経営を進めている。当初，小中学生が一緒の場

所に来ることを心配する声があったが，結果的に心配するようなことはなかった。

○府中市のシンボル

・府中市の中心地に立地。

・府中市の夏祭りやイベントなどで使用。

→学校は学校教育だけをする施設ではない。市を挙げて学校を活用していくことを考える

必要あり。

○毎年，９年生全員に面接を実施

「府中学園で一番好きな場所は？」…ビオトープ，図書館，団らんスクエア，トイレなど

→あそび（なくてもいい場所）がたくさんある。設計時に教育関係者から「死角が多い

と学校が荒れたときに心配」「本当に必要なのか」との声があったが，児童・生徒のこ

ころを育てるのに非常に大切な場所になっていると強く思っている。

「府中学園で９年間学んでどのように思うか？」「義務教育学校ではなく，普通の小学校・

中学校で学んだ方がよかったのでは？」

…府中学園で９年間生活してよかったとの声が大多数。「９年間で非常に大切な友達・親

友を作ることができた。」「たくさんの小さな後輩達と生活することができた。」など。
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○学校建設で是非取り入れてほしい思い

・いくら良い物を使っても壊れた場合，修理が難しかったり，高価であったりして大変だ

った。

→学校は長く活用し続ける建物であり，多くの子ども達が使い続けることを考えた設計

が大切。

・長く使っていると，使わなくなったり，管理できなくなる場所が出てくること。

例）パソコン教室…１人１台端末の普及により，利用が少なくなった。

ビオトープ…当初はきれいな場所だったが，年数が経ち荒れたところが目立ち，学

校だけで管理が難しくなった。

木々…植えた当初はきれいだったが，年々成長して管理が大変。

≪最後に≫

府中学園のような環境で児童・生徒を育てていただければ，たくましく，優しく，一人ひ

とりの持っている力や可能性をさらに伸ばしていくことができると確信している。

【質疑応答】

Ｑ 事後評価の大切さはとても重要だと思う。メンテナンス面での問題点が参考になった。

今後の整備でもそういった視点を取り入れていくとよい。オープンタイプの学校の最大

のメリットは壁がないこと。見学した際，オープンスペースをとてもうまく使われてい

ると感じた。デメリットは収納するスペースが減ること。先生方から収納力が足りない

との声が出ていないか。

Ａ 建物建設時に収納についてすごく議論になった。先ほど，職員室でものが机上にない

との話をされていたが，当初確かにロッカー等が少ないと思った。

本校では，例えば，学年で３クラスあったら，３つではなく１つを保管しておけばよ

いなど，いろいろ考え方を変えていくようにした。そういったなかで，ものを管理する

スペースが足りないということは聞いていない。逆にうまく収納していき，もっと物を

減らそうという風に考えている。

Ｑ ほかの学校を見てきたが，府中学園は本当にものがない。通常，子どもたちの私物が

多く，机の両脇やロッカーにはみ出るぐらいあるもの。今日，ロッカーの中を見せても

らったが，必要なものだけがきれいに入っていた。収納を増やすほど物は増えていく。

指導の内容の中で，収納のことがきちんとできているだと思われる。
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Ａ 職員室も典型だと思う。ものがあふれている，自分のものを持たないといけないとい

う感覚は変えないといけないと思う。

Ｑ 教材室はたくさんあるのか。

Ａ 学年に１つある。中学生は教科教室があるので，そちらにある。

Ｑ 書庫があまりない，職員室の机の上がきれいだと感じた。

Ａ 何か所かは書庫のようなものがある。保存しておく必要があるものがあるため。

Ｑ コミュニティースクール的な地域が入ってくることはあるのか。

Ａ 来たい，見たい，子どもが心配で，「見させてほしい」と言われれば，見ていただ来た

いと思う。それにより，いろいろなご意見をいただく。コミュニティースクールが始ま

り，皆様のおかげで学校が変わってきたと改めて思う。

これから学校建設をするのであれば，地域の方と子どもが学ぶための部屋をあらかじ

め作っておくことも必要になってくると思う。

Ｑ 学校の行事の手伝い等で，地域からボランティアを受け入れる計画はあるのか。

Ａ ＰＴＡに手伝ってもらうことはある。地域の方にゲストティーチャーとして授業を手

伝っていただくことは頻繁にある。

Ｑ 地域室のような部屋はないのか。

Ａ そのような部屋はない。あってもいいと思う。

Ｑ 教員の席が，教室内ではなくオープンスペースに出ていたが，その意図は。

Ａ 元々は教室内にあったが，コロナ禍で子どもの席の間隔を広げる必要が出た。子ども

の席を外に出せないので，担任の席を出した。ただ，一度外に出してみたら，教室全体

が見ることができて，意外とよかったと思っている。

Ｑ 上や下や出窓など，窓がたくさんあった。建設時に指示を出したのか。それとも，業

者からの提案か。

Ａ 業者からの提案。９年間同じような環境で生活するのでなく，変化があり飽きないよ

うな環境を作っていくという工夫が随所になされている。
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笠岡でも限られた条件の中でこれから作っていかれると思う。皆さんが一緒に知恵を

出したら，本当にいいアイデアが出てきて，絶対に良いものが作られると思う。一体型

小中一貫校は，子どもたちに必ずいい影響を与えるということは全国的にいろいろなと

ころで結果がでているので，自信をもってやっていけばいいと思う。

Ｑ 「あと１つ好きなものを作っていい」と言われたら，何を作りたいか。

Ａ 壁紙１つ見てもすごく凝っているため，なかなか簡単に直らない。壊れたところがす

ごく気になる。できるとしたら，そういったことがないような環境をプラスアルファで

きれば，それが一番いいと思う。

Ｑ 多目的スペースを使う頻度はどのくらいか。

Ａ 展示などをほぼ１年を通じて行っている。黒板アートなども美術部が書いて，飾って

くれたりする。また，新しいアイデアが出てきたら，今までとは違った使い方ができる

と思う。

Ｑ 多目的スペースの階段はすごいと思う。

Ａ 小さい子があそこでけがをしないようにということを十分注意した。施設全体として

急な階段ではなく，なめらかに上がっていけるように低い階段を設置している。

Ｑ 府中市全体で小中一貫教育をしているのか。

Ａ それぞれ環境が違うが，全市で行っている。義務教育学校は，府中学園と府中明郷学

園。ほかは，小中連携型の上下学園と小中併用型の府南学園。

府中学園は，市の中心にあるので，いろいろな形でここを使いたいという行政側の思

いが詰まっている。

Ｑ 音楽室のピアノは寄附されたものと聞いた。ほかにも企業や市民も含めて，一体とな

って学校を作っていくという雰囲気があったのか。

Ａ ある企業から，良質な壁紙の提供を受けた。ほか企業には，数か所にある校章を鉄か

ら作っていただいた。ライオンズクラブなどにも寄附をいただいた。よい学校にしよう

と，市民を挙げて作っていけたと思う。
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Ｑ 校歌はどのようにしたのか。

Ａ 第二中学校の校歌の校名を府中学園に変え，他はそのまま使った。作詞・作曲した方

のご遺族に「どうしてもこういう思いで校歌を変えたい」と伝え，了解をいただき，変

えることができた。大変苦労したが，皆さん喜んでくださっている。お年寄りも府中学

園の校歌を口ずさんでいる。また，校章も第二中学校のもの。


